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V317a X 線偏光観測衛星 IXPE 搭載 X 線望遠鏡用受動型熱制御素子サーマルシール
ドの開発
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2020 年に打ち上げが予定されている NASA 主導 X 線偏光観測衛星 IXPE 搭載 X 線望遠鏡の温度環境維持
のため、あすか, すざく, ひとみ衛星と同タイプの受動型熱制御素子であるサーマルシールド (TS) を開発してい
る。TS の実体はシールド本体の金属薄膜付きプラスチックフィルム、フィルムを支持するための金属製メッシュ
および機械強度部材である金属枠からなる。IXPE ではその観測エネルギー帯や打ち上げ時の空力加熱等を考慮
し、>1 µm 厚のポリイミド (PI) フィルムの使用を予定している。
2017 年 12 月までにエンジニアリングモデルユニットの納品を目指し、熱シミュレーションや機械強度評価試

験を実施し、設計検討を進めている。特に熱シミュレーションでは、フィルムおよび接着剤の耐熱性の観点から、
最高到達温度の PI フィルムの厚みや金属製メッシュや金属薄膜の材質と厚み依存性を調べ、各種パラメータの
最適化を図っている。また機械強度の評価として、構造解析や現時点での本ミッション用デザインを模擬したテ
ストサンプルの静加圧試験やランダム振動試験を実施し、打ち上げ環境にも耐えうるであろうことを確認してい
る。本講演では上記デザイン検討と製作および環境試験の結果とあわせ、今後の製作スケジュールについても報
告する。


